
「可視光線透過率測定器」に関するよくあるご質問を FAQ形式にまとめました。
回答には、国土交通省 物流・自動車局 自動車整備課との意見交換により

 整理した内容も含んでおります。

Q1. 可視光線透過率測定器は、「指定器具」ですか？
A. いいえ。国土交通省が認定した指定の自動車検査用機械器具ではありません。
　（国土交通省 物流・自動車局 自動車整備課からの見解）

Q2.「保安基準第 29 条第 3 項に規定」を満たす可視光線透過率測定器の光源とは
　　何ですか？
A.「協定規則第 43 号」の要件を満たす光源です。具体的には以下のとおりです。
　・独立行政法人 自動車技術総合機構の「可視光線透過率測定器の購入仕様書
　　（PT500 入札）」で定められている「標準光源 A 又はそれと近似した性能を
　　有するものであること」が明記。
　・JIS R 3212:2021（自動車用安全ガラス試験方法）で同等の仕様が明記されている。

保安基準に関して保安基準に関して
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Q3.「保安基準細目告示 別添 37（窓ガラス技術基準）」はどんな規定ですか？
A. 数十年前に廃止され、現在は、「協定規則第43号」が窓ガラスの技術基準として
　適用されています。（国土交通省 物流・自動車局 自動車整備課からの見解）
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Q4. 白熱電球とは何ですか？
A. 1880 年代にトーマス・エジソンが開発し、実用化した光源です。
　電気をフィラメントで熱に変え、熱エネルギーで光を放射します。

Q6. LED とは何ですか ?
A. 半導体の pn 接合に電流を流すことで発光する電子部品（素子）です。
　主な特徴は以下のとおりです。
　【光色】
　光の三原色である「赤」・「緑」・「青」を基本とし、これらを組み合わせることで
　多彩な色を表現できる。
　【青色 LED の開発】
　2014 年のノーベル物理学賞受賞により、全ての光に対応可能となり、その後、
　商用化が進み現在に至っている。
　【波長バリエーション】
　紫外線・可視光線・赤外線など、用途に応じた LED が数千～数万種類存在。
　【応答速度】
　点灯後すぐに安定した波長と色温度が得られる。

Q5. 白熱電球での色温度 2856K（標準光源 A）とは何ですか？
A. 1931 年に国際照明委員会（CIE）が色の観測・評価用に定めた人工光源と
　波長幅の基準です。具体的には以下の点を指します。
　・色温度は、光源が放つ光の色味を示す指標で、黒体放射温度に対応します。
　・色温度によって光の波長領域の分布が変化します。
　・色温度 2856K は、基本的には白熱電球のフィラメント電圧を調整して
　　安定させた際の温度を表しています。この温度帯では可視光線の波長が
　　中心となり、測定器で正確な透過率評価が可能になります。
※色温度を例えば 4000K まで上昇した場合、赤外線の割合が増え、
　純粋な可視光線の透過率での算出が難しくなります。

光源の種類と特徴に関して光源の種類と特徴に関して

Q7. TM2000JP の光源 LED とは何ですか？
A.「標準光源 A」に相当する光色（色温度 2856K）を LED で再現しています。
　可視光線領域の波長分布を安定して照射し、透過率測定に最適化した光源を
　搭載しています。
　（国土交通省 物流・自動車局 自動車整備課へ製造仕様書提出済）

TM2000JP の適合性・基準に関してTM2000JP の適合性・基準に関して
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質疑応答

Q11. TM2000JP の校正方法は？
A. 毎測定前に行う自動校正機能があります。手順は以下のとおりです。
　1. 測定対象物が無い状態で測定を行う。（空気測定）
　2. 表示が「100％」になることを確認。
　【自動校正後の確認方法】
　不透過物（ダンボール紙など）を測定し、表示が「0％」になることを確認。
　【JIS 規格との整合性】
　本手順は JIS 規格に準拠しており、同等の校正が求められます。

Q8. TM2000JPは「保安基準第29条第3項に規定された要件」を
　   満たしていますか？
A. はい。TM2000JP は、保安基準第 29 条第 3 項が求める「協定規則第 43 号」に
　準拠した光源・構成を備えております。

Q9. TM2000JP は車検や入庫確認での使用はできますか？
A. はい。TM2000JP は車検および入庫確認で使用可能です。
　詳しくは、「地方運輸局との質疑応答の資料」（右記 QR コード）を
　ご確認ください。

Q10. TM2000JP の測定値設定は変更できますか？
A. お客様側では変更できません。主な理由は以下のとおりです。
　・装置には日本電気計器検定所（JEMIC）の校正基準値を予め ROM に
　　書き込んでいます。
　・ROM データを変更できるのは、メーカーおよびラビニールのみです。

Q12.TM2000JP と TM2000 の違いは何ですか？
A. 「TM2000JP」は日本仕様、「TM2000」は米国仕様のモデルです。
　主な違いは以下のとおりです。
　【校正基準】
　TM2000JP は、日本電気計器検定所（JEMIC）の校正基準値をもとに製造。
　TM2000 は、米国内の基準に合わせた設計。
　【ハードウェア構成】
　構造や ROM 設定が異なるため、同一条件で同一ガラスを測定しても
　測定値に差が生じます。
　【車検での使用可否】
　TM2000JP は、車検での使用が可能。
　TM2000 は、車検での使用ができません。
　詳しくは、「TM2000JP の対象モデルについて」
　（右記 QR コード）をご確認ください。 対象モデル



測定数値の
記録方法
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Q14. 可視光線透過率測定結果の記録方法は？
A. 不正改造車入庫確認およびフィルム施工後のフロント 3 面の
　透過率測定値と車両情報をデジタル形式で保存してください。
　詳しくは、「測定数値の記録方法」（右記 QR コード）を
　ご確認ください。

Q15. 日本電気計器検定所（JEMIC）が発行する校正証明書とは何ですか？
A. 校正証明書は、日本電気計器検定所（JEMIC）が保有する高精度な
　校正標準器が示す数値と、TM2000JP が示す測定値との関係性を明示した
　公式文書です。具体的には以下のとおりです。
　・校正証明書は記録目的の文書である。
　・TM2000JPの設定を書き換えるならびに測定値を修正したりするものではない。

Q16. 校正証明書の目的は何ですか？
A. 発行により「TM2000JP」使用時の測定値に対する信頼性が向上します。
　必要により任意でご依頼いただけます。

Q17. 校正証明書の有効期限は？
A. 法令や規格で定められた有効期限はありません。
　再校正の推奨間隔は使用環境や頻度にもよりますが、一般的には1～2年です。

測定値記録に関して測定値記録に関して

校正証明書に関して校正証明書に関して
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Q13. TM2000JP の日常点検の方法は？
A. 安定かつ正確に運用するための日常点検は重要です。
　詳しくは、「TINTMETER 2000JP の日常点検」（右記 QR コード）を
　ご確認ください。

日常点検


